
【　　　　　　　　　　】
名古屋市東区橦木町３丁目 23 番地
TEL / FAX  052 - 936 - 3836
URL  https://www.futabakan.jp/
開館時間 /午前 10 時～午後 5時
入館料 /一般 200 円、中学生以下無料
休館日 /月曜日（祝日の場合はその翌日）

主催・お問合せ

第三回名古屋
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　 尾張仏具　THE ARTISAN＋
 　　　 　　  ( ジ アルチザン プラス )
尾張仏具・名古屋仏壇は、江戸時代に名古
屋城下で栄えてから 300 年以上の歴史をもつ、
日本有数の仏壇仏具の産地です。各分野の職人
たちが一点一点丁寧に仕上げる品々は、全国的に
高い評価を受けています。今回は仏像、彫刻、漆芸、
錺金具などの作品や心が温まる不思議な魅力のア
イテムも紹介します。

末廣堂　　　　　　　　　
宝暦年間（1751 ～ 1764）から続く
「名古屋扇子」の伝統技法を受け継ぎ
大正元年に創業してから、扇骨、紙、
折り、仕上げ等の各工程において、
伝統的手作りの製法を守り抜いて
今日に至ります。輸出向けの扇子
製造から昭和の半ばにはオリジ
ナル性の高い品を企画するよう
になり、現在では新たな需要
へと展開してきた、扇子につ
   いて紹介します。　　

　　　　misono（ミソノ）　　　　　　　
名古屋の地で創業 68 年を迎えるサロンの　

2代目です。先代からの仕事を受け継ぐにあた
り、さらに磨きをかけるべく京都で日本髪を習い、
9年になります。自髪で結う日本髪の良さを広めてい
きたいと思い、婚礼・成人式・七五三など多数させて
頂いております。      　　　　　　　　　　　　　　　
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　櫛留商店　　　　　
　創業明治３６年、髪を結うプ
ロの床山さんも使っている日本
の伝統の髪型文化を櫛で支える
老舗です。三代目森信吾は「黄綬
褒章」「現代の名工」受賞。　　
　伝統の櫛はトクサという植物を
使って櫛の歯一本一本手作業
で磨くので静電気が起きに
くく、頭皮のマッサージ
にも良いです。古来使
われてきた櫛について
紹介します。　
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3月24日（日） 随時受付　
無料

歯ずり体験

3月24日（日） 随時受付　
材料費 1,000円
※小学校高学年以上

焼き絵体験

髪結い・着付けの実演

3月24日（日） 10：30 ~ 12：00
和装花嫁の髪型・文金高島田の
結い上げと振袖・打掛けの着付け
協力 ▶ 新美 ゆみ子、
　　　（株）竹田嘉兵衛商店（打掛）
会場 ▶ １階大広間　 
　　　 当日先着自由席
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扇子つくり体験
3月24日（日） 随時受付　
材料費 1,000円

蒔絵体験
3月23日（土） 随時受付　
材料費 1,000円

　友禅工房 堀部
名古屋でつくられる友禅
は 7代尾張藩主徳川宗春
の時代に京都などの絵師、
友禅師が往来して技法を
伝えたことに始まると言
われています。独自の染
色技法「樹光染（じゅこ
うぞめ）」の特許を取得
した、名古屋本手描友禅
伝統工芸士・堀部満久氏
と堀部晴久氏による作品
と友禅染について紹介　
します。

箔下糊ふわもこ刷り体験
3月23日（土） 随時受付 　
材料費 1,000円

日本舞踊ご披露
3月24日（日） 13：30 ~ 14：00
宗家西川流 西川扇久美城と子どもの日本舞踊をご披露
出演 ▶ 宗家西川流  西川扇久美城、近藤瑠架
会場 ▶ １階大広間　 当日先着自由席

西川扇久美城
宗家西川流師範。故西川扇六城の門弟を経て、人間国宝の
故西川扇藏師に師事。現在は、西川箕乃助師に師事する。
舞踊教室にて指導。
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3/23(土)・3/24(日)
着物でご来館の

各日先着10名様に
プレゼント！


